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燃やせるごみのピットへ大量の鉄くずが投げられました 
 

日頃より、一般廃棄物の処理にご協力いただき誠にありがとうございます。 

早速ですが、今週初めの 10月 7日(月)・10月 8日(火)にかけて、可燃ごみのピットに

大量の鉄くず（横 0.5m×縦 1mの板状のもの）が投げられました。焼却炉の中で異物を

見つけたことから、一時、焼却炉を停止し、数時間かけて鉄くずを取り出しております。

（取り出した鉄くずは、プラットホーム出口部に置いてあります。） 

このような鉄くずであっても、一度ごみピットへ入ってしまうと、他のごみと混ざり

合ってしまい判別がつきません。焼却炉に入ってしまえば、機械へ挟まり・詰まり等の

故障原因ともなりますので大変危険です。なお、組合の焼却炉は稼働後 30 年くらい  

経過し老朽化が進んでいます、今回のようなことが続けば新たな故障・事故にも繋がり

ますので、可燃ごみピットに鉄くず等の異物を投げないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

（問合せ先 伊達地方衛生処理組合 清掃センター TEL 024-582-2051） 


